
提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 1

76

県支出金 その他 一般財源

△ 2,800 △ 2,800

【補正理由】

△ 1,800千円

18千円

△ 288千円

226千円

△ 200千円

△ 200千円

【委員会構成】 △ 600千円

44千円

事業番号

国庫支出金 地方債

2給料

今回補正額
今回補正額の財源内訳

今回補正額の経費内訳補正理由・事業概要

補正前

106,204

事業名 社会福祉総務費（一般）

議案説明資料

令和５年第5回定例会

令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）

福祉介護課

社会福祉総務費

議案番号

　再犯防止推進計画策定委員謝礼

　10期末手当

7報償費

4共済費

　1共済組合負担金

　15退職手当負担金

　4通勤手当

　2一般職給料

　　委員長＠5,000円×1人×3回＝15,000円
　　委員　 ＠4,700円×2人×3回＝28,200円

【再犯防止計画策定に関する事業概要】

4/1人事異動に伴う人件費の調整と、再犯防止計画策定に
必要な所要額を計上しています。

　鳥取県は、平成３０年度から令和４年度までの5年間を基
本計画とする「鳥取県再犯防止推進計画」を策定し、令和５
年４月から第２期計画に移行しています。

　本町においても、福祉、医療、保健、教育等の各種施策を
踏まえ、出所後の生活再建や立ち直りに困難を抱えている
者を支援することにより、犯罪や非行が起きにくい地域づくり
を推進するため「大山町再犯防止推進計画」を策定すること
とし、この計画内容を審議するための策定委員会（計3回予
定）の設置に係る委員謝礼の経費を計上するものです。

　（町の再犯防止計画は令和６年４月施行予定）

内部委員
住民課・企画課・建設課・健康対策課・幼児学校教育課・社会
教育課・福祉介護課　（7人）

外部委員
（報酬なし）

鳥取労働局・県立ハローワーク・鳥取保護観察所・鳥取刑務
所・西部総合事務所県民福祉局・米子児童相談所・大山町社
会福祉協議会　（7人）

外部委員
（報酬あり）

西伯保護区保護司会・西伯更生保護女性会・大山町民生児
童委員協議会　（3人）

　1扶養手当

　3住居手当

3職員手当等

　　　当初　課長1・課長補佐1・主幹3・主任2・主事1

　　　異動　課長1・課長補佐1・主幹2・主任2・主事2



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 1

1472

県支出金 その他 一般財源

45,994 45,994

【補正内容】

45,994千円

円

（A) 円

（B) 円

（C＝A－B） 円

円

（D) 円

（E) 円

（F=D－E） 円

74,917,060

28,993,940

令和4年度子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金の実
績額確定による返還金

交付決定額

概算払額

実績報告額

令和3年度子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金（令和
3年度繰越分）の実績額確定による返還金

交付決定額

概算払額

実績報告額

返還予定額

返還予定額

40,386,000

40,386,000

23,386,000

17,000,000

103,911,000

103,911,000

0

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

22　償還金利子及び割引料

　過年度国庫支出金返還金

　（C＋F）

社会福祉総務費

事業番号 事業名
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付
金事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 1

1524

県支出金 その他 一般財源

49,858 14,442

【補正内容】

50千円

91千円

【補助対象者】

　令和５年度の住民税均等割非課税世帯　1,600件

391千円

【給付額】 　1世帯当たり3万円

231千円

【スケジュール】

1,095千円

【備考】

48,000千円

【財源内訳】 補助率10/10（国）※限度額

　電力・ガス・食料品等の物価高騰による負担増を踏まえ、
特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世
帯等） に対して、１世帯当たり３万円の現金を給付する。

　　(確認申請用申請封筒、返信用封筒、口座振込通知封筒印刷)

　　(確認申請、口座振込通知送付発送代、確認申請返信後納郵便)

　　(口座振込手数料、組戻手数料)

　　（物価高騰対策給付金3万円×1,600世帯）

　・システム改修　7月
　・対象者抽出　7月下旬
　・対象者への振込案内　8月上旬
　・振込予定　8月下旬

　当初予算計上済の「光熱費助成」と一括処理しますので合計
47,000円を同時に振り込みます。

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　35,416千円

　　（システム改修費委託料）

19　扶助費

　1　扶助費

　3　手数料

12　委託料

　1　委託料

10　需用費

　1　消耗品費

　4　印刷製本費

11　役務費

　1　通信運搬費

0 35,416

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

社会福祉総務費

事業番号 事業名 物価高騰対策低所得世帯支援事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 2

80

県支出金 その他 一般財源

42,740 42,350 390

【補正理由】

30千円

【センターなわ改修の理由】

360千円

4,620千円

【改修概要】

床面積　 68.9㎡（事務室57.1㎡　相談室11.8㎡）

工事費 37,730,000円

　改修工事33,880,000円 37,730千円

　回線工事3,850,000円

工期 設計完了後、速やかに工事入札に移行し

令和6年2月末までに完成予定

【財源内訳】

　公共施設整備基金繰入金　42,350千円

　1共済組合負担金

　1工事請負費

12委託料

　　保健福祉センターなわ改修工事費

　1委託料

14工事請負費

　　パートタイム会計年度任用職員（３人分）

　　保健福祉センターなわ改築工事設計委託料

25,959

4共済費

福祉部門の機構改革に伴い新たに設置する「総合福祉課」
の事務スペースと来館者の相談スペースを確保するため、
保健福祉センターなわ館内のプレイヤード部分を含めた館
中央部分を一部改築し、福祉行政に期待されている切れ目
のない相談支援体制を構築するものです。

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

3職員手当等

　6時間外勤務手当会計年度任用職員の共済組合移行に伴う人件費等の調整
と令和６年４月の機構改革に伴うセンター施設の改築経費を
計上しています。 　　フルタイム会計年度任用職員（1人分）

社会福祉施設費

事業番号 事業名 保健福祉センターなわ運営事業費

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

85

県支出金 その他 一般財源

5,730 5,730

【補正内容】

4,650千円

◇人件費分

　人事異動に伴う調整 4,650千円 1,080千円

◇地域支援事業・包括的任意事業分

　人事異動に伴う調整 1,080千円

　介護保険特別会計の人事異動に伴う人件費増に係る繰出
金の調整を行う。

385,735

27 繰出金

　1 操出金

　　介護特会操出金(人件費分)

　　介護特会操出金

　　　(包括的任意事業分)

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

老人福祉費

事業番号 事業名 老人福祉費（一般）

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 3

1471

県支出金 その他 一般財源

300 0

【補正理由】

300千円

【事業概要】

【執行状況】

当初見込み 10人 予算額300千円

支給済 3人

交付決定済 2人

交付決定前 3人 残り枠2人

【財源内訳】

過疎対策事業債（ソフト分）　300千円

　想定以上に希望者が多く、当初予算で想定していた人数を
超える見込みが出てきたため、今後の利用増を見越して所
要額を増額する。

　聴力機能の低下により日常生活に支障がある高齢者に対
し、補聴器本体及び付属品等を含む購入費の一部を助成す
ることで、閉じこもりや認知機能の低下を防ぎ、社会参加・地
域交流を促進する。

18負担金補助及び交付金

　2補助金及び交付金

　　高齢者補聴器購入費助成事業補助金＠30,000円×10人

300 300

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

老人福祉費

事業番号 事業名 高齢者補聴器購入費助成事業補助金

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

100

県支出金 その他 一般財源

253 253

【補正理由】

253千円

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）

同和対策施設費

事業番号 事業名 中高ふれあい文化センター運営事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

11,912

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

4共済費

　4/1採用に伴う人件費（社会保険料）の計上漏れを補正し
ます。

　4社会保険料

【補正概要】

　定年退職に伴い、4/1付で採用した新館長の人件費のう
ち、社会保険料のみ計上漏れが生じていたため、不足額を
補正するものです。
　所要額＠18,069円×（12月＋賞与2月分）＝252,966円

　　パートタイム会計年度任用職員分



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

101

県支出金 その他 一般財源

237 237

【補正理由】

12千円

35千円

190千円

　4/1人事異動に伴う人件費の調整と多目的トイレの便座
（シャワートイレ）取替修繕に必要な経費を計上しています。

【修繕の概要】

　多目的トイレの便座（シャワートイレ）が漏電により使用不
能となったため取替修繕を行う必要がありますが、併せて人
工肛門を造設した人の利用も想定し、より多目的な利用が
図られるよう簡易型のオストメイトを設置するものです。

　4通勤手当

　　簡易型オストメイト付き便座＠172,700円×1.1

3職員手当等

　3住居手当

10需用費

　　6修繕料

44,874

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

同和対策施設費

事業番号 事業名 人権交流センター運営事業

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

130

県支出金 その他 一般財源

193 193

【補正理由】

193千円

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）

児童福祉施設費

事業番号 事業名 下田中児童館

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

101,847

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

14工事請負費

　1工事請負費

　　＠175,000円×1.1＝192,500円

　児童館移設工事において、現場事務所や資材置き場等が
工事期間中に必要となりますが、ふれあいセンター側の駐
車スペースでは十分な場所が確保できないため、既存児童
館の園庭を仮置き場とし、工事車両が侵入できるようにフェ
ンスの一部を撤去することで対応するものです。

【事業概要】

　園庭北側のフェンスを10ｍ取り除き、路面・排水溝との段
差をグレーチングにより段差解消する工法で、園庭東側に
工事車両が入れるように施工します。



提出課：

70

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

131

県支出金 その他 一般財源

109 109

【補正理由】

79千円

30千円

令和５年第5回定例会

議案説明資料

福祉介護課

議案番号 令和５年度大山町一般会計補正予算（第2号）

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

児童福祉施設費

事業番号 事業名 あすなろ児童館

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

【研修概要】 　1　負担金

6,917

8旅費

　児童館開設の必置要件である児童厚生員の有資格者を
育成するための研修費用を計上しています。

　1　普通旅費

18負担金補助及び交付金

・大阪会場　9/5～9/8（4泊5日・前泊有）
　旅費　78,120円（1名）
　参加費（負担金）　30,000円×1名
　主催者　一般社団法人　児童健全育成推進財団
　資格取得　本研修を受講＋救急法の実技講習
　　　　　　⇒児童厚生2級指導員


